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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

1. 論文の概要と構成 
 
台湾では、現在多くの原住民が山岳地帯に生活しており、台湾の観光局は、原住民文化を保存しそ

れらの文化と観光を結びつけることで、観光産業を発展させること、を 2002 年より台湾政府の政策
として推進している。このような中、原住民コミュニティにおいて、観光客の急激な増加により、観

光客を受け入れる側のホストと観光客との力関係のバランスが崩れ、過度な商業化により原住民の生

活や文化のオーセンティシティが失われている例も出て来ている。そうなると、これらの原住民コミ

ュニティにおいて、観光客を引きつける魅力も失われ、観光客数も減少しうる。従って、このような

減少サイクルを避け、かつ観光客にとって何度も訪れる際の要素とも結びついていると思われる自分

たちのオーセンティシティを、観光開発が進む中で、自分たちの生活する村においてどのように保つ

のか、が重要になってくる。また観光という枠組みにおいて、何がオーセンティシティを築くのか、

といった部分を再度見極め、場合によっては定義し直しながら観光客に提供する、というプロセスに

おいて、観光、観光プログラムの提供の手段として使用されるパフォーマンスが担う役割も、同様に

重要になってくる。 
	 本博士論文では、村への観光が増え始めた当初より、ホストである原住民自身の信条に基づき地元

の組合組織を構築し、彼ら自身の伝統的な価値や信条に即してそれらをツーリズムに取り入れて、独

自のツーリズムを推進している台湾原住民の村であるスマングス村を取り上げ、台湾原住民によるツ

ーリズムにおけるオーセンティシティの果たす役割について、特に今まで議論があまりなされてこな

かった”host authenticity”、また生活する場におけるオーセンティシティとしての”Living 
authenticity”に焦点を当て、以下の３つの研究課題を挙げて検証している。 
１）スマングス村はツーリズムの発展に伴い”host authenticity”を保って来たのだろうか？	 もし
そうだとしたら、それらのオーセンティシティを実際の生活の場において「生きている」ものとして、

どのように保って来たのだろうか？ 
２）また、スマングス村が提供しているこれらの”Living authenticity”と思われるものに対して、
観光客の認識	 (perception)は、どのようなものであるか？ 
３）また、これらの“Living authenticity”に対する観光客による認識が、観光客が再訪することを
決定する際、影響を及ぼすだろうか？ 
	 尚、最初の研究課題については、更に次の３つに細分される。 
	 １	 スマングス村の人々は、ツーリズムの変遷に従って、どのようにツーリズムを提供するホスト

側のオーセンティシティを保って来たのか、 
	 ２	 スマングス村の人々は、彼らの”host authenticity”を保つために、どのような枠組みでツー
リズムを管理して来たのか、 
	 ３	 スマングス村の人々は、ツーリズムプログラムの中で、”host authenticity”を”Living 
authenticity”として、どのように保って来たのか。 
	 既存文献では、原住民文化におけるオーセンティシティは、観光客が再度観光に訪れる動機の主な

ものとされているが、本論文では、特にこのオーセンティシティが、ホスト側のパフォーマンスによ

って、ホスト側のオーセンティシティを保つものとして、かつ今の生活に即しているものとして提供
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されている”Living authenticity”の場合に、観光客による認識はどうか、また観光客に同様の影響
を与えるのかどうか、を検証している点で、独自性が高いといえよう。 
	 研究課題１は、2006年から 2016年の間の筆者自身によるスマングス村のツーリズムへの参加や村
人へのインタビュー調査などからなるフィールドワークに基づく調査結果、村の会合の議事録、村の

ウェブサイトを基とした定性分析によって検証されており、研究課題２、３は、筆者による 2015年 5
月に総勢 194 名の観光客を対象に実施された現地インタビュー調査結果を基とした探索的因子分析、
及び順序ロジスティック回帰分析によって検証されている。 
	 本論文は全６章から成る英語論文である。第１章は導入章で、背景、研究目的、研究課題、論文の

アウトラインが述べられており、第２章はオーセンティシティの実存主義、客観主義、構築主義に対

する文献を、ツーリズムと関連づけレビューしており、第３章は、研究課題の検証に用いている定性

分析及び定量分析手法についての説明を述べており、第４章は、観光業の変遷の中で、スマングス村

がどのように”host authenticity”を保って来たかに対する定性分析の内容、及び分析結果を述べて
おり、第５章は、観光客によるスマングス村の”Living authenticity”に対する認識に関する分析、
及びその認識が再訪問の決定を下す際に及ぼしうる影響を定量分析した内容、またその結果を述べて

いる。第６章は、本博士論文のまとめとして、分析結果、及びツーリズムにおけるオーセンティシテ

ィ研究に対する本論文の貢献を再度考察している。 
	 以下、上記研究課題に対する分析結果に焦点を当て論文の内容について述べることにする。 
	 第４章では、”host authenticity”についての定性分析結果が述べられている。ホスト側からのオー
デンティシティについての研究課題に関しては、３つの課題に細分化し分析が進められている。最初

の研究課題については、主に次の３つの結果にまとめられる。まず第一に、村の産業転換について農

業からツーリズムに転換をする際に彼ら自身の夢からくるお告げDream Divinationに従って行われ
ていること、またこのお告げは、村民の伝統的社会ノームである”Atayal Gaga”の一部でありツー
リズム自体が伝統的社会ノームの一部として実施されているという認識であること、第二に、ツーリ

ズムの枠組みを構築する際、観光客の需要や要求というより、例えば村へのアクセスを可能にする道

路を狭めるなど村民自身のニーズを優先し観光客数を制限していること、また 2004年からは Atayal 
Gagaに基づいた村の組合組織を作成し、村民での資産及び業務の共有化をし、Atayal文化や言語を
保存するための小学校も同時期に構築しているなど独自のツーリズムの発展形態をとっていること、

第三に、ツーリズムのアクティビティとして観光客にホスト側からパフォーマンスを通して彼らの生

活の場で提供されている”Guided tour”や”Night party”は、ホストが提供する”Living authenticity”
と考えられ、ホスト側は自分たちを原住民の文化を教えるエジュケーターとみなしており、村民が”

host authenticity”をツーリズムにおいて提供するパフォーマンスにおけるメンテナンスの仕組みを、
ツーリズムへの参加や村民へのインタビュー、村内資料の分析によって示している。 
	 第５章は、２番目の研究課題、及び３番目の研究課題について、定量分析によって分析した結果を

考察し、まとめている。ホスト側から提供された”Living authenticity”のパフォーマンスについて、
観光客の認識がどのようなものか、についてであるが、それらは主に３つの領域、客観主義、内面的

(Intra-personal)な実存主義、及び対人的(Intra-personal)な実存主義に基づくオーセンティシティに
分かれることを示しており、これらは、既存文献で見られた “Non-living authenticity”に対する主
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に二分されるとする認識と異なっていることを探索的因子分析に基づき示している。 
	 第３の研究課題については、これらの見出された”Living authenticity”が認識されている３つの
領域が、観光客の再訪に関する決定についてどのように影響しているかを順序ロジスティック回帰分

析に従って分析した結果、全ての領域がその決定をする際に有意に正に働いていることを実証してい

る。 
	 第６章は、以上の分析のまとめとして、定性分析によって明らかにされたスマングス村による”host 
authenticity”のメンテナンスの仕組みは、ホスト側と観光客とのパワーバランスが崩れたときホス
ト側の役割を再構築する際に大いに参考となるもので、また、それらの	 “host authenticity”に基づ
いた、更に実際の生活に即した”Living authenticity”のホスト側のパフォーマンスによるツーリズ
ムプログラムの提供は、観光客がオーセンティックな観光を経験するためのよき資源となっており、

またそれらは観光客の再訪を促すものであることがわかった、としている。また、これらのケースは、

今後の持続的な観光産業の発展の方法を示唆するものと思われる、とまとめている。 
	 また、本研究は、２本の学術論文（１本は共著論文、１本は単著論文）として査読雑誌に公刊され

ている。 
 
2. 評価 
 
本論文は以下のように学術的に評価できる点を含んでいる。 
 
（１） オーセンティシティの今までの議論においては、観光客の立場からのものが多く、比較的軽

視されてきたホスト側からのオーセンティシティ、”host authenticity”、を取り上げ、その概
念を学術的に整理したこと、 

（２） 上記、学術的に整理した”host authenticity”の概念について、それらを維持する仕組みにつ
いてホスト側の管理によるツーリズムが実施されている台湾の原住民村のツーリズムを例に

とり、７年間に渡る原住民コミュニティにおける定性分析を通じて”host authenticity”を継
続的に分析したこと、 

（３） ”host authenticity”に加え、それが観光客に対して提供される際に一種のパフォーマンスを
通じてなされ、それらのパフォーマンスは、現在原住民コミュニティが実際に生活している

場や概念を用いて提供されているため、今まで議論が多かった客観的なオーセンティシティ

（Object-related authenticity）ではなく、”Non-tangible”なものも含めた”Living 
authenticity”をその分析の対象に取り入れ、そのホスト側から提供される“Living 
authenticity”に対する観光客側の認識、及びそれらが観光客が再訪することに決定する際に
及ぼす影響について踏み込んで分析していること、 

（４） ツーリズムのオーセンティシティに関して、従来多かった定性分析に加え、新たに定量的な
分析方法を示し実施していること、 

 
ただし、以下のような点も指摘された。 
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（１） 新たな定量的な分析方法を示していることで評価できるが、定性分析と組み合わせる場合、

当該研究分野において、その応用性については十分に明らかにされているとは言えないこと、 
（２） “host authenticity”のメンテナンスの仕組みとして、コミュニティの協同管理体制が挙げ

られているが、その発生過程も含め他の原住民コミュニティについてどのくらい汎用性があ

るのかあまり明らかではないこと。 
 
もっとも、これらは本研究の博士論文としての価値を損なうものではなく、今後の研究課題として

引き続きの探求を期待されるものである。 
 
 
３．	 	 結論 
 
	 以上の評価に基づき、審査員一同は一致して、本論文を博士（国際開発学）の学位を授与するに値

するものと判定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


